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感電死亡事故に関する申し入れ 

 

 マスコミは７月１４日、一斉に「午前１０時すぎ、ＪＲ東海の大井車両基地で、発

電装置の点検作業をしていた５０代の男性作業員が感電したとの通報があった」と

報じた。 

 報道によると、「７月１４日午前１０時すぎ、通報の２０分ほど前から、点検作業

員６名で停電などの際に使われる非常用発電機の点検作業をしていて、そのうちの

５０代の作業員１名が感電して、意識不明のまま病院に搬送されたが、その後、死亡

が確認された」と報じられた。 

この感電死亡事故を受けてＪＲ東海は、「作業員が亡くなり、大変残念です。事実

関係を確認のうえ、再発防止に向けて対策を取り組んで行きます」とコメントして

いる。 

また、７月８日に浜松でも協力会社社員が死亡した事象があった。 

 本部は、今回の感電死亡事故や浜松での協力会社社員の死亡について、看過する

ことはできない。従って、下記の通り申し入れるので、早急に団体交渉を開催し、誠

意ある回答を行うこと。 

 

記 

 

１．７月８日の浜松における協力会社社員死亡事象に対する時系列を含めた経過を

明らかにすること。 

 

２．７月１４日の感電死亡事故に対する、時系列を含めた経過を明らかにすること。 

 

３．感電死亡事故に至る、原因について明らかにすること。 

 

４．今回の感電死亡事故に関して、ＪＲ東海会社の見解を明らかにすること。 

 

５．今回の感電死亡事故を受けての、万全な再発防止策や対策を明らかにすること。 

 

以 上 


